Revised Edition SUNSHINE English Course II
学習指導計画案
１．到達目標
	１．英語を聞いて，情報や話し手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりできる。
２．英語を読んで，情報や書き手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりできる。
３．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどを相手に伝えることができる。
４．聞いたり読んだりして得た情報をまとめて書いたり，得た情報について自分の考えなどを書いたりできる。


２．学習計画及び評価方法
(1) 年間学習計画

	学
期
	月
	学習内容とねらい　　　　　　（配当時数）
	備考
（学習活動の特記事項，他教科・総合的な学習の時間・特別活動等との関連など）
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
	4
月
	Lesson 1: Big in China – Ai Fukuhara
（6）
＜題材＞福原愛の中国での活躍と人気，また彼女が中国で人々から受け入れられている様子について読む。
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（主張する），情報を伝える（理由を述べる）
＜言語材料＞関係副詞（非制限用法）のwhenとwhere／未来進行形／最上級＋ever（強調）／prior to ～／provide ～ with …
	・コンピュータ室で実際にインターネットを使い，情報を検索する。
　（福原愛について検索する）
・『情報』の学習と関連づける。
	第

１

学

期

中

間

考

査

	
	5
月
	Sound & Vocabulary 1
（1）
	・母音と子音に注意して発音する。
・「否定・反対」を表す接頭辞を理解し，語彙を増やす。

・upとdownの意味を理解して，句動詞（動詞＋up / down）の表現を増やす。
	

	
	
	Lesson 2: Empowering Women
（6）
＜題材＞ガーナに住むある女の子の学校と彼女の夢などを通して，女子の教育について考える。
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（主張する）
＜言語材料＞現在完了の受け身／関係副詞（先行詞の省略）／in spite of ～／instead of ～／make sure (that) ～
	・世界の女性のおかれている立場についてインターネットを使い，情報を検索する。
・『地歴・公民』の学習と関連づける。
	

	
	6
月
	Communication Workshop 1: Interview
（2）
	・自分たちのラジオ番組を作り，インターネット上で配信する。
	第
１
学
期
期

末

考
査

	
	
	Lesson 3: Psychological Impact of Colors
（7）
＜題材＞色が人に与える影響について，その効果や具体的な使われ方などについて知識を深める。
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（主張する），情報を伝える（理由を述べる）
＜言語材料＞仮定法過去／形式目的語it／associate ～ with …／due to ～／feel like doing
	・自分たちの住む町で，色がどのように生活に生かされているかを調べて発表する。
・『総合的な学習の時間』と関連づける。
	


	第
１
学
期
	7

月
	Sound & Vocabulary 2
（1）
	・母音と子音に注意して発音する。
・「内・外・間」を表す接頭辞を理解し，語彙を増やす。
・inとoutの意味を理解して，句動詞（動詞＋in / out）の表現を増やす。
	第

１

学

期

期

末

考

査

	
	
	Lesson 4: A Lawyer at Last
（7）
＜題材＞アメリカで司法試験に合格しながら，人種差別のために弁護士になることを裁判所に許可されなかった山下宅治の生き方を学んでいく。
＜機能・表現＞人との関係を円滑にする（呼びかける），気持ちを伝える（懸念・心配する，なぐさめる）
＜言語材料＞It is ～ that [who] …（強調構文）／否定語＋助動詞＋S＋V（倒置）／prevent ～ from doing／according to ～／in effect／Certainly ～, but …
	・コンピュータ室で実際にインターネットを使い，情報を検索する。
　（山下宅治について検索する）
・『地歴・公民』の学習と関連づける。
	

	
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 1～Lesson 4までの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	
	【第１学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，各課の小テスト（指導書セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト２回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），『ワークブック』の記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：中間考査及び期末考査の成績－50％，小テスト－15％，スピーキングテスト－15％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％


	学
期
	月
	学習内容とねらい　　　　　　（配当時数）
	備考
（学習活動の特記事項，他教科・総合的な学習の時間・特別活動等との関連など）
	考
査
範
囲

	第
２
学
期
	9
月
	Communication Workshop 2: Presentation
（2）
	・日本と海外との価格差について自分たちで調べ，クラスでプレゼンテーションを行う。
	第

２

学

期

中

間

考

査


＜機能・表現＞相手の行動を促す（誘う，同意を求める），考えや意図を伝える（提案する）
	＜言語材料＞no matter＋疑問詞／未来完了形／as a result／as little as ～／see if ～
	・地雷をなくすために自分たちに何ができるかを考え，グループでプレゼンテーションを行う。
・『地歴・公民』の学習と関連づける。
	

	
	10
月
	Sound & Vocabulary 3
（1）
	・母音と子音に注意して発音する。

・「前・後」を表す接頭辞を理解し，語彙を増やす。

・onとoffの意味を理解して，句動詞（動詞＋on / off）の表現を増やす。
	

	
	
	Reading 1: What Are Manga and Anime?
（7）
＜題材＞海外からツアー客が訪れるほど有名な日本のアニメやマンガの現状について考えていく。
＜言語材料＞復習
	・インターネットを使って海外で日本のマンガやアニメがどのように考えられているのかを調べる。
	

	
	11
月
	Lesson 6: Dried Out
（8）
＜題材＞世界的に大きな問題となっている水不足について，どのように行動すればよいのかを考えていく。
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（提案する）
＜言語材料＞前置詞＋関係代名詞／助動詞＋be＋過去分詞／run short / out of ～／spend ～ doing
	・自分たちが，水不足のためにできることを考えて，クラスでプレゼンテーションを行う。

・『地歴・公民』の学習と関連づける。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	
	Listening Practice 1
（1）
	・対話文等を聞き，内容に合った絵を選んだり，正しい答えを選んだりして，リスニング能力を高めていく。
	

	
	
	Lesson 7: The Only Way to See Mt. Everest
（8）
＜題材＞「エベレストが最も美しく見えるポイント」への登山に挑戦した著者。困難を克服して１つのことをやり遂げるという実体験の達成感について読む。
＜機能・表現＞情報を伝える（理由を述べる）
＜言語材料＞S＋V＋C（＝現在分詞）／仮定法過去完了／be certain (that) ～／force ～ to do ／figure ～ out
	・実際の経験から学んだことについてグループで発表をする。
・『総合的な学習の時間』と関連づける。
	


	第

２

学

期
	12

月
	Sound & Vocabulary 4
（1）
	・母音と子音に注意して発音する。
・「上・下」を表す接頭辞を理解し，語彙を増やす。

・awayとbackの意味を理解して，句動詞（動詞＋away / back）の表現を増やす。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	
	Lesson 8: Working Christmas Day
（8）
＜題材＞クリスマスにある家族が病院を訪れるが，どこも悪いところはなさそうである。病院スタッフが見せた，彼らへの温かい心遣いについて読む。
＜機能・表現＞人との関係を円滑にする（呼びかける），相手の行動を促す（誘う）
＜言語材料＞be＋to do／仮定法現在／turn ～ away／take turns doing／for a while
	・ボランティア活動について，自分たちに何ができるかをグループで話し合う。
・『総合的な学習の時間』と関連づける。
	

	
	
	Communication Workshop 3: Discussion
（2）
	・携帯電話と加入電話との使い方を考える。携帯電話だけを持つのがよいのか，両方とも持つのがよいのかについて意見をまとめ，プレゼンテーションを行う。
	

	
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 5～Lesson 8までの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	
	【第２学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，各課の小テスト（指導書セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト２回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），『ワークブック』の記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：中間考査及び期末考査の成績－50％，小テスト－15％，スピーキングテスト－15％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％


	学
期
	月
	学習内容とねらい　　　　　　（配当時数）
	備考
（学習活動の特記事項，他教科・総合的な学習の時間・特別活動等との関連など）
	考
査
範
囲

	第
３
学
期
	1
月
	Sound & Vocabulary 5
（1）
	・子音に注意して発音する。

・「共同」を表す接頭辞を理解し，語彙を増やす。

・toとoverの意味を理解して，句動詞（動詞＋to / over）の表現を増やす。
	学

年

末

考

査

	
	
	Lesson 9: Staying Home in Mississippi
（9）
＜題材＞映画『カラーパープル』の原作者であるアリス・ウォーカーが黒人として差別された人生について学んでいく。
＜機能・表現＞情報を伝える（理由を述べる）
＜言語材料＞独立分詞構文／完了形の分詞構文／形容詞［副詞］＋as＋S＋V（譲歩）／bother to do／manage to do／worth doing
	・インターネットを使って，世界にまだある「差別」について考え，理解を深める。
・『総合的な学習の時間』と関連づける。
	

	
	2
月
	Listening Practice 2
（1）
	・対話文等を聞き，内容に合った絵を選んだり，正しい答えを選んだりして，リスニング能力を高めていく。
	

	
	
	Further Lesson: Life in the Amazon Rain Forest
（9）
＜題材＞アマゾンの熱帯雨林が破壊されつつある状況を通じて，自然と人類の共生やその地に暮らす人々の知恵について学ぶ。
＜機能・表現＞情報を伝える（説明する，理由を述べる）
＜言語材料＞助動詞＋have＋過去分詞／thanks to ～／ifを使わない仮定法／be based on ～
	・インターネットで熱帯雨林について調べ，その現状を理解する。
・『総合的な学習の時間』や『理科』と関連づける。
	

	
	3
月
	Reading 2: Coach Carter
（9）
＜題材＞母校でバスケットボールのコーチをすることになったカーターが最初にしたことは生徒に勉強をさせることだった。周囲の反対やチーム内の対立を通して，カーターと生徒が絆を強めていく様子を味わう。

＜言語材料＞　復習
	・勉強と部活動との両立の体験をグループで発表し，お互いの経験を理解する。
	

	
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 9～Reading 2までの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	
	【第３学期の評価方法】
１．評価対象：学年末考査の成績，各課の小テスト（指導書セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト１回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），ワークブックの記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：学年末考査の成績－60％，小テスト－10％，スピーキングテスト－10％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％

	【年間の学習状況の評価方法】
１学期，２学期及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とする。


生徒へのアドバイス
	確かな学力を

身につけるための

アドバイス
	・英語力は大きく分けて２つからなっている。１つは相手が英語で述べていることや書いていることの意味を理解する能力，もう１つは自分の意思や聞いたり読んだりしたことを相手に伝えるために英語で話したり，書いたりする能力である。この２つの力をつけるには，授業中はもちろん授業外でも実際に英語をできるだけ多く聞き，読む必要がある。
また同時に，本文のサマリーや内容に関する感想や考えを話したり書いたりする活動も重要だ。日本語訳や文法学習はそのための補助であって，それが主となってはならない。英語力を伸ばすには，多くの英語を聞き読み，また話し書くこと以外に方法はない。

	授業を受けるに
当たっての
アドバイス
	・ペアワークでは，英語だけでコミュニケーションを図ることになるが，自分の意思を伝えることに困難を感じてもあきらめず，易しい表現や既習の表現で言いかえる習慣をつける。
・英文をいちいち日本語に置きかえるのではなく，英語の語順のまま意味を取るよう心がける。
・単語１つ１つの意味をつなぎ合わせて理解するのでなく，意味の固まりで表現を覚えたり，発音したりするよう努力する。


(2) 評価の観点，内容及び評価方法
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	・コミュニケーション活動に関心を持ち，積極的に活動に関わり，コミュニケーションを図ろうとしているか。
	・『ワークブック』
・ペアワークやグループワークへの参加態度を観察・自己評価

	表 現 の 能 力
	・本文の内容に関する自分の意見や感想を英語で表現できるか。
・発話や音読の際の発音やリズムは適切か。
	・『ワークブック』
・ペアワーク観察
・スピーキングテスト
・サマリー，エッセー・ライティング
・定期考査のライティング問題

	理 解 の 能 力
	・本文の内容やそれに関する話題について，英語で聞いたり読んだりして話し手や書き手の意図を理解することができるか。
	・『ワークブック』
・定期考査のリーディング・リスニング問題

	知 識 ・ 理 解
	・コミュニケーション活動を実践する上で基礎として必要な語彙，発音，文法などに関する知識を理解し，使えるようになっているか。
	・『ワークブック』
・セクションごとの単語・熟語・表現小テスト
・定期考査
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